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鳴門市役所ボランティアクラフは平成10
年6月に設立し、市役所の職員とそのOBで構
成しています。市役所周辺の環境美化活動を主
な活動としており、花壇やプランターに季節の

花を植え、草抜きや水やりなどをしています。

昨年から新し<始めた活動に、鴫門駅前の清

掃があります。鳴門市の顔である鴫門駅前をき

れいにして、お盆のお客様をお迎えしようと職

員に呼びかけたところ、真夏の業務終了後にも

かかわらず、100人以上の職員が集合してく

れました。おかげで 1時間ほどでみるみるされ

いになり多勢の人の力を再認識しました。今年
も8月上旬に計画しています。

また、無理せずできる時にぶらぶら歩きなが

らゴミを拾う「ぶらボラ」やちょいちょいする

ボランティアを「ちょいボラ」などと名付けて、

昼休みに市役所周辺をゴミ袋を持って散歩し

ています。暑い夏は大変なので今は休憩中で

す。
また、新池川をきれいにする会にお声がけい

ただき、EMだんごづ<りや新池り||へのEMだ
んごの投入などに参加し、地域の方々といろい

ろお話しをする楽しい機会も増えてきていま

す。

東日本大震災のあと全国で取り組まれてい

る、省資源・省エネルギー対策として、鳴門市

役所でもクールビズ (ノ ーネクタイ 。ノ:―上着

など)に早期に取り組み、不要時の消灯やエア

コンの温度設定を28℃にする節電等にも努

めています。その節電に少しでも役立てればと

思い、ゴーヤやへちまで緑のカーテンをつ <ろ
うと取り組んでいます。しかし、植えるのがや

や遅<、 肥料不足のゴ‐ヤ<ん達は、なかなか

希望するほどには成長して<れません。夏が終
わるまでにはカーテンらしい姿になつている

かどうか、市役所へお寄りの時には、ゴーヤ<
ん達がどれ<らいがんばつているか見てやつ

て下さい。

撮のカーテンをつくる

ふれあいの居場所 みんなの家

も、れあいの居場所 “みんなの家"が5月、小桑島に開設されました。Sヽれあいの居場所と

は、地域に住む多世代の人長が自由に参加でき、主体的に関わることにより、自分をいかし

ながら過ごせる場所。そこでのふれあいが地域で助け含うきつかけにつながる場所です。

鴫門市役所ボランティアクラブ 鳴門市役所ボランティアクラブ

会長 川柴 慎太郎



鳴門市賀川豊彦記念館 館長 田辺 健二

賀川豊彦が関東大震災の折、電光石火の速さ

で、その救援に向かったことは、先日 (4月 11
日)の『徳島新聞』にも記した。ニュースを知っ

たその日の内に、彼は神戸港から東京へ向かっ

た。この一事を見ても、賀川豊彦が並みの人Fo3で

なかつたことが分かる。

私が、賀川豊彦記念館の館長をお引き受けして

から7年が経過したが、彼のことを勉強すればす

る程、その偉大さが分かって<る。毒舌の評論家

大宅壮―が「近代日本随一の人」と評した通りで

ある。私は最近、「賀川豊彦は、空海や親鸞に似

ている」と言つている。山折哲雄氏なども言うよ

うに、彼はそのレベルの人なのである。

日本は今、明治以来最大の曲り角に差しかかっ

ていると言われる。日本だけでな<世界も、千

年 。二千年単位の曲り角に来ていると言われる。

地球環境の破壊や、人類世界の混迷は、ノアの大

洪水や末世の状況を連想させる。人類の歴史は、

何度も破滅の危機を迎え、何とかそれを乗り越え

て今日に至つている。現代の危機は果たして乗り

越えられるのであろうか。

賀川豊彦|よ 欄

もな<の頃、「日本は

豊かになる。しかし、

日本人の心は貧 し<
なる。」と予言してい

る 今 受τ序ヨ榊

していると言わざるを

えない。科学文明・

物質文明の進展と共に

日本は世界でも有数の

豊かな国になった。

賀 ill豊 彦

しかし、日本人の心はどうであろうか。毎日の

ニュースや、隣近所の出来事を見ても、あの

幕末 :明治のはじめの、欧米人に絶賛された

すばらしい日本人はどこに行ったのかと嘆か

わし<なる。

賀川豊彦は、しかし、日本に絶望してはいな

かつた。日本は必ず文イヒ的 。民主的な国になる

と信じていた。それを可能にするのは「教育」

であると強調していた。革命ではな<、 教育に

よつて日本や世界を改革できるという確かな構

想と手段を賀川は持っていた。私達は、今こそ、

それを学びたいと闇う。

私たち鳴門東地区は8地区の自治会で組織
する振興会です。地域の特性にあった、特徴あ
る振興会活動を活性化しようと、 10年前、拠
点創り (鳴門東地区コミュニティセンター)を
地元市会議員さんの協力を得て地域住民自身
で創設し拠点としました。御蔭で住民自身で者
え運営する汚動が毎年増え、コミセン維持管理
費をすべて地区でできるように成りました。
今では、確実に地域に根ざし、地上或に愛され

る振興会になりつつあると確信しています。こ
れからも、特徴ある活動をしていきたいと思い
ます。

鳴門東地区自治振興会 会長 小川 清吉

《地域づ<り活動について》
。早朝さわやか海岸清掃

朝7時から海岸の清掃を行う
。第 10回コミセンまつり

子どもから高齢者まで自分たちで、
バザー他、芸能大会を開催します。

・ボランティア活動

通学路の環境整備・掃除活動
。避難訓練 夕方から夜にかけての避難訓練

コミセンまつり

《趣味の講座活動》
(教 室)

カラオケクラブ  週3日の内 1日 有料
※鳴門で唯一 衛星カラオケ機完備

油絵教室     週 1回   有料
※地域外の作品展あり

笛教室      週 1回   有料
大正琴教室    月2固   有料
銭太鼓教室    月2固   有料
フイットネス教室 週 1固   有料

※地 i或外の方も参加できます。生徒六募集 !

詳し<は東地区振興会事務局まで
8090-8978-0083(市 り||)



私たちは、これからも保護者や家庭が子

育ての楽しさを取り戻し、安′いして子育て

ができるよう、様疫な関係機関と連携し、

共に学びながらサポートしていき、全ての

子どもたちが笑顔でいられるようにと願

い、活動を続けていきたいと思っています。
私たち「子育て応援団レインボー」は、保育士や

看護師の経験者などの有志が集まり、子どもたちの

幸せのため、子育てをする保護者をサポートしてい

<ことを目的に、ひとつの団体としてスタートしま

した。

平成22年 8月 に正式に「NPO法人」として認

定され、活動の場をさらに広げることができるよう

になりました。

現在のレインボーの主な活動として

★「鴫門市おめてとう赤ちゃん訪間」

生後4か月までの赤ちゃんのいる家庭を戸別訪問

し、子育てについてのサポートなどをしています。

★「にこにこタイム」

週に2回、/AN園や広場などに親子 (お じいちゃん、

おばあちゃんでもOK)でお越し頂き、絵本の読み

間かせや季節の歌、6ヽれ合い遊び、簡単なおもちゃ

作りなど、スタッフと―緒に楽しんでもらっていま

す。
☆「ホームページなどでの情報提供」

ホームページを立ち上げ、いろいろなお知らせをし

ています。また、メールでのご質問にもお答えして

います。

☆「子育てについての講演やイベント」

催し物があるときは、その都度事前にホームページ

でお知らせしています。

★「育児全般に関する相談窓□」

お電話や、事務所来訪などでおうかがいしていま

す。   等々、行つております。

いままでの大きなイベントとして、「ウォークラ

リーinウ チノ海」「クリスマス会」「レインボーフ

ェスティバル」を、ウチノ海
/AN園やキヨーエイ駅前

店さんのご協力のもと行わせて頂きました。
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ポランティア募集 ――‐¨―■

○～◆ EMダンゴ投入

【日 時】 8月 28日 (日)9:00～
【場 所】 新池り|1周辺

【駐車場】 鳴門電気工事組含

【集合場所】 新池川撫養橋左岸 (警察前池)

※カヌー体験

※EMダンゴ5個プレゼント

◆ EMダンゴつくり

【日 時】9月 25日 (日 )

【場 所】し尿センター

※EMダンゴ5個プレゼント

◆ 新池り||の清掃・水仙を植える

躍需嘉8月』遍。靴りぽ換酪あ池
1

鴫門市おめでとう赤ちやん訪間

◆ 日 時

場 所

場 所

象
時
　
所
象
時

対

日
　

場
対

日

【にこにこタイム】
第 1・ 3水曜日

10:30～ 11:30
ウチノ海

/AN園

(パークセンター内)

1歳～就学前のお子さん

第 2・ 4水曜日

10:30～ 11:30
賀川豊彦記念館

1歳～就学前のお子さん

第 2・ 4金曜日

10:30～ 11:30
キョーエイ駅前店4階
ちびっこ広場

対 象 1歳位～就学前のお子さん

【赤ちゃん にこにこタイム】

日 時 第 1・ 3金 3窪 日

10:30～ 11:30
場 所 キヨーエイ駅前店4階

ちびっこ広場

対 象 1歳半位までのお子さん

問い合わせ先
NPO法 人 子育て応援団レインボー

雷088-678-7784
http://www.rainbow‐ naruto.comノ

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

【問い含わせ型 雷o90-3181-1402(乾 つ



『短歌を詠むⅢ』

～短歌はこうしてつくる～

【日 時】9月 10日 (土 )

13:30～ 15:30
′
【場 所】鳴門市立図書館2階 視聴覚室

【講 8雨】橋本 妙子 氏 (「徳島歌人」同人)

【対‐‐象】一般

【資料代】100円 (当日集金・申込みOK)
【定 員】50名 (先着順)

【申込み】8月 2日～9月 10日

(定員に達し次第締切り)

行事のお知らせ 魏
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|【日 8寺】④9月 11日

所

師

場

講

⑥l O月 9日 (日)⑦ lO月 23日 (日 )

13:30～ 14:30
鳴門市立図書館 2階 視聴覚室

斉藤 あや子 氏

(NPO法人あたたかい手コラボ)

初心者向けの手話講座です。6月から

11月までの全8回講座ですが、全部

参加できな<てもOKです。

小学生～一般

各国100円 (当 日集金)   ヽ

20名 (先着順受付)

随時受付 (定員に達し次第締切り)

【内 容】

【対 象】

【資料代】

【定 員】

【申込み】

【問い合わせ先】NPO法人 6、 <ろうの森

丁EL/FAX088-685-0389

とくしま県民活動プラザ開設10年記念フォーラム

'日

目

【日 0寺】 平成23年 8月 27日 (土 )

13:○○～17:00
【場 所】 あわぎんホール (郷土文化会館)

記念講演「泣いて笑ってボランティア珍道中」

女優  東 ちづる 氏

基調講演「人をつなぐ、地域をつなぐ、協働とは」

法政大学教授 岡崎 昌之 氏

パネルディスカッション

「社会貢献活動の活性化に向けて」

【入 場】 無 料

【定 員】 800名

2日目

平成23年 8月 28日 (日 )

10:00～ 16:00
アスティと<しま

東日本大震災に学ぶ防災とは?
未来へつなげよう !徳島 。人と
自然が共生するまちづ<り
住む所だから皆んなでいい地域
にしたい

新しい/AN共の担い手を目指して
社会貢献活動への中F85支援セン
ターの役割

無 料

分科会

【日 0寺】

【場 所】

特別分科会

第 1分科会

第2分科会

第3分科会

第4分科会

【入 場】

【申込締切り】

【申込み先】

【問い合わせ先】

平成23年 8月 20日 (土 )

丁EL/FA× 088-683-5101
インターネット http:〃w雨、ci_tn2.jp/plazalo/

NPO法人」CIテレワーカーズネットワーク事務局

主_催 徳島県 ζ<しま県民活動プラザ

鳴 Pヨ市市民活動支援センター
―・
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|開館日 月～金曜日 13:∞～18:∞   休館日 土・日・祝祭日 。年末年始
:丁EL088-685-7170(鳴 門市社会福祉協議会内)FA× 088-686-4059 i
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